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(57)【要約】
【課題】内視鏡の屈曲が激しい状態でも、スムーズに穿
刺針の出し入れ操作が可能な内視鏡用注射針を提供する
こと。　
【解決手段】穿刺針と、該穿刺針を先端側に備え、液体
物が流入する内腔を有する内筒管状体と、該内筒管状体
が軸線方向に進退自在に挿通される内腔を有する外筒管
状体と、前記内筒及び、外筒管状体の基端部に備えられ
、前記穿刺針の軸線方向への移動を制御する操作部と、
から構成され、前記内筒管状体はフッ素系樹脂で形成さ
れていると共に、前記外筒管状体はポリオレフィン系樹
脂で形成されており、且つ前記外筒管状体は前記内筒管
状体よりも曲げ弾性率が大きいことを特徴とする。　
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　穿刺針と、
　該穿刺針を先端側に備え、液体物が流入する内腔を有する内筒管状体と、
　該内筒管状体が軸線方向に進退自在に挿通される内腔を有する外筒管状体と、
　前記内筒及び、外筒管状体の基端部に備えられ、前記穿刺針の軸線方向への移動を制御
する操作部と、
　から構成され、
　前記内筒管状体はフッ素系樹脂で形成されていると共に、前記外筒管状体はポリオレフ
ィン系樹脂で形成されており、且つ前記外筒管状体は前記内筒管状体よりも曲げ弾性率が
大きいことを特徴とする内視鏡用穿刺針。
【請求項２】
　前記内筒管状体は、ポリテトラフルオロエチレンで形成されている請求項１に記載の内
視鏡用穿刺針。
【請求項３】
　前記外筒管状体は、ポリエチレンで形成されている請求項１又は２に記載の内視鏡用穿
刺針。
【請求項４】
　前記内筒管状体と、前記外筒管状体との曲げ弾性率の差は０．８ＧＰａ以上、１．５Ｇ
Ｐａ以下で有り、且つ前記外筒管状体の曲げ弾性率は１．３５ＧＰａ以上、２．０５ＧＰ
ａ以下である請求項１乃至３のいずれかに記載の内視鏡用穿刺針。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、内視鏡用注射針に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡下に食道、胃、大腸等の粘膜を切除する内視鏡的粘膜切除術（ＥＭＲ）および内
視鏡的粘膜下層剥離術（ＥＳＤ）施行時に、粘膜層と筋層を剥離するため事前に、先端に
穿刺針が付設された内筒管状体とその内筒管状体を挿通自在にする外筒管状体及び穿刺針
の出し入れを操作するグリップを有した内視鏡用注射針を内視鏡の鉗子孔から挿入して、
患部に生理食塩水や薬液等を注入することが通常実施されている。
【０００３】
　通常、患者の体内に挿入される内視鏡は、体腔内の形状に合わせて様々な形状に曲げら
れるため、内視鏡用注射針も様々な形状に曲げられることになる。
　内筒及び、外筒管状体の材質として表面の摩擦抵抗が低いフッ素樹脂、ナイロン樹脂を
用いたものが開示されている（例えば、特許文献１参照）。しかし、内視鏡の屈曲がきつ
い状態では、内筒、外筒管状体同士が強く擦り合うため、穿刺針の出し入れ操作のときに
摩擦抵抗が非常に大きくなり、穿刺針の出し入れ操作に時間が掛かるという問題がある。
更に、その間に生体組織が動いたり、内視鏡が動いてしまうことにより、所望の部位に穿
刺ができない場合があり、その結果手技時間が長くなるという問題点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－０５８００６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は内視鏡の屈曲が激しい状態でも、スムーズに穿刺針の出し入れ操作が可能な内
視鏡用注射針を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題は、下記（１）～（４）に記載の本発明によって解決される。
（１）穿刺針と、
　該穿刺針を先端側に備え、液体物が流入する内腔を有する内筒管状体と、
　該内筒管状体が軸線方向に進退自在に挿通される内腔を有する外筒管状体と、
　前記内筒及び、外筒管状体の基端部に備えられ、前記穿刺針の軸線方向への移動を制御
する操作部と、
　から構成され、
　前記内筒管状体はフッ素系樹脂で形成されていると共に、前記外筒管状体はポリオレフ
ィン系樹脂で形成されており、且つ前記外筒管状体は前記内筒管状体よりも曲げ弾性率が
大きいことを特徴とする内視鏡用穿刺針。
（２）前記内筒管状体は、ポリテトラフルオロエチレンで形成されている（１）に記載の
内視鏡用穿刺針。
（３）前記外筒管状体は、ポリエチレンで形成されている（１）又は（２）に記載の内視
鏡用穿刺針。
（４）前記内筒管状体と、前記外筒管状体との曲げ弾性率の差は０．８ＧＰａ以上、１．
５ＧＰａ以下で有り、且つ前記外筒管状体の曲げ弾性率は１．３５ＧＰａ以上、２．０５
ＧＰａ以下である（１）乃至（３）のいずれかに記載の内視鏡用穿刺針
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、内視鏡の屈曲が激しい状態でも、スムーズに穿刺針の出し入れ操作が
可能な内視鏡用注射針を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施例となる内視鏡用注射針の穿刺針収納時の全体図である。
【図２】本発明の一実施例となる内視鏡用注射針の穿刺針突出時の全体図である。
【図３】本発明の一実施例となる図２の穿刺針近傍の拡大断面図である。
【図４】本発明の内視鏡用注射針の穿刺針の突出時間測定及びつぶれ評価を実施する際の
管状体の曲げ状態を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の内視鏡用注射針について、図面に示す好適な実施の形態に基づいて詳細
に説明する。
　図１は本発明の一実施例となる内視鏡用注射針の穿刺針収納時の全体図である。図２は
本発明の一実施例となる内視鏡用注射針の穿刺針突出時の全体図である。図３は図２の穿
刺針近傍の拡大断面図である。
【００１０】
本発明の内視鏡用注射針は、図１に示すように、穿刺針（１）と、この穿刺針（１）を先
端側に備え、液体物が流入する内腔を有する内筒管状体（２）と、この内筒管状体（２）
が軸線方向に進退自在に挿通される内腔を有する外筒管状体（３）と、上記内筒管状体（
２）の基端部に備えられ上記穿刺針（１）の軸線方向への移動を制御する内筒グリップ（
４）と、上記外筒管状体（３）の基端部に備えられ、上記内グリップ（４）を収納する外
筒グリップ（５）と、を備え、前記内筒管状体（２）はフッ素系樹脂で形成されていると
共に、前記外筒管状体（３）はポリオレフィン系樹脂で形成されており、且つ前記外筒管
状体（３）は前記内筒管状体（２）よりも曲げ弾性率が大きいことを特徴とする。
【００１１】
また、内筒グリップ（４）の基端部側にはコネクター（６）を有しており、そのコネクタ
ー（６）に注射筒（不図示）を接続し、生理食塩水や薬液等の液体物を注入することがで
きる。
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【００１２】
　内筒管状体（２）はフッ素系樹脂で形成されていると共に、外筒管状体（３）はポリオ
レフィン系樹で形成されており、このようなものとしては、例えば内筒管状体（２）がポ
リテトラフルオロエチレン、外筒管状体（３）がポリエチレンの組み合せを挙げることが
できる。
　内筒管状体（２）と外筒管状体（３）とが同材質の場合、管状体接触表面の親和性が高
くなり、穿刺針の出し入れ操作の際に摩擦抵抗が大きくなる。そのため、上記のような内
筒管状体（２）と外筒管状体（３）の材質とすることで、摩擦抵抗を小さくすることがで
きる。
【００１３】
　また、本発明の内視鏡用注射針の外筒管状体（３）は内筒管状体（２）より曲げ弾性率
が大きいことを特徴とする。両者の差は０．８ＧＰａ以上、１．５ＧＰａ以下で有り、且
つ外筒管状体の曲げ弾性率は１．３５ＧＰａ以上、２．０５ＧＰａ以下であることが好ま
しい。
　内筒管状体（２）と外筒管状体（３）の材料として表面摩擦抵抗が低いフッ素系樹脂や
ポリオレフィン系樹脂を用いた場合、内視鏡の屈曲がきつい状態においては、内筒管状体
（２）の曲げ弾性率を外筒管状体（３）の曲げ弾性率よりも大きくする、外筒管状体（３
）に対して内筒管状体（２）を前後進させる穿刺針の出し入れ操作の際に、屈曲した外筒
管状体（３）の内側に内筒管状体（２）の外面が強く擦り合うため摩擦抵抗が大きくなる
。一方、内筒管状体（２）の曲げ弾性率を外筒管状体（３）の曲げ弾性率よりも小さくす
ると、内筒管状体（２）が外筒管状体（３）の屈曲に沿って前後進できるため、内筒、外
筒管状体同士が強く擦り合うことなく穿刺針の出し入れ操作ができる。
　内視鏡の曲げ半径が小さい場合には、外筒管状体（３）が屈曲によりつぶれることで内
筒管状体（２）を挟み、穿刺針の出し入れ操作の際に摩擦抵抗が大きくなる。曲げ弾性率
を上記範囲とすることで、外筒管状体（３）がつぶれることなく穿刺針の出し入れ操作が
できる。
【００１４】
　上記穿刺針（１）の材質は、特に限定されないが、血管内に穿刺できるようにするため
パイプを針状に加工できることが好ましく、且つ針状になった部分が穿刺したときに折れ
たり、欠けたりしないような剛性が必要なためステンレス等の金属が好ましい。
【００１５】
　上記穿刺針（１）の外径は特に限定されないが、通常２５～２０Ｇが用いられる。
　内筒管状体（２）の外径は特に限定されないが、上記穿刺針（１）のそれぞれのゲージ
サイズより０．４～１．０ｍｍ程大きなものにすることが好ましい。
【００１６】
　上記穿刺針（１）の全長は特に限定されないが、２～１０ｍｍ程度が好ましい。
　穿刺針（１）の外筒管状体（３）からの突出距離は特に限定されないが、２～７ｍｍが
好ましく、３～５ｍｍが更に好ましい。突出距離を上記範囲にすることで、安全に確実な
穿刺が可能となる。
【００１７】
　穿刺針（１）と内筒管状体（２）との接続方法は特に限定されないが、エポキシ接着剤
、瞬間接着剤等を用いて溶剤接着することができる。
【００１８】
　図３に示すように、外筒管状体（３）の先端部には穿刺針突当て部（７）を設けること
が好ましい。
　上記外筒管状体（３）の先端部に設けられた穿刺針突当て部（７）の形成方法は、上記
穿刺針（１）の段差部が当接できるものであれば特に限定されないが、熱による先端丸め
形状賦型、インサート成形等を用いることができる。
　穿刺針突当て部（７）の内径は上記それぞれのゲージサイズの穿刺針（１）が通過でき
るものであれば特に限定されないが、それぞれのゲージサイズより０．４～１．０ｍｍ大
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きくすることが好ましい。
　このようにすることで、上記穿刺針（１）の段差部が穿刺針突当て部（７）に突当たり
、それ以上に前進しないように規制することができる。
【００１９】
　上記内筒管状体（２）の長さは１２００～２５００ｍｍ、外径は１．６～２．６ｍｍ、
内径は０．５～２．３ｍｍであることが好ましく、外筒管状体（３）の長さは１１９０～
２４９０ｍｍ、外径は２．４～３．０ｍｍ、内径１．７～２．７ｍｍであることが好まし
い。
【００２０】
　また、コネクター（１２）が付設されている内筒グリップ（４）および外筒グリップ（
５）の材質は、接着等の加工性が良く硬化剤等が接触してもクラック等が発生しない程度
の耐薬品性が必要で、特に限定はされないが、例えば硬質塩化ビニル樹脂等の硬質プラス
チック樹脂が好ましい。
【００２１】
　内筒グリップ（４）および外筒グリップ（５）の長さは、それぞれ４５～１８０ｍｍ、
３０～１５０ｍｍであることが好ましい。それぞれの外径、内径は特に限定されないが、
内筒グリップ（４）がスムーズにスライドできる程度の隙間を有していることが好ましい
。
【００２２】
　次に、本発明の内視鏡用注射針の使用方法に関してその一例を説明する。
　内筒グリップ（４）基端部のコネクター（６）に薬液を充填したシリンジを装着し、薬
液を内筒管状体（２）全体に満たす。内視鏡を挿入して目標となる腫瘍の部位を確認した
後、本発明の内視鏡注射針を内視鏡の鉗子孔から挿入する。
内筒グリップ（４）を前進させ、穿刺針（１）を外筒管状体（３）から突出させて穿刺部
位に穿刺し、薬液を注入する。所望の膨隆が得られたら、注入を止めて抜針する。内筒グ
リップ（４）を手元側に引き戻し、穿刺針（１）を外筒管状体（３）の中に収納させ、内
視鏡注射針を内視鏡の鉗子孔から抜去する。
【実施例】
【００２３】
　以下、本発明の効果について、実施例を基に説明する。
【００２４】
（実施例）
　内筒管状体（２）はフッ素系樹脂であるポリテトラフルオロエチレン（三井・デュポン
フロロケミカル社製、６４０－Ｊ、曲げ弾性率０．５５ＧＰａ）で押出成形し、長さは２
３００ｍｍ、外径は１．６３ｍｍ、内径は１．００ｍｍとした。
　外筒管状体（３）はポリオレフィン系樹脂であるポリエチレン（プライムポリマー社製
、ＨＩ－ＺＥＸ（ＨＤＰＥ）５４０Ｅ、曲げ弾性率１．４０ＧＰａ）で押出成形し、外径
は２．４３ｍｍ、内径は１．９３ｍｍとした。
　次に、内筒グリップ（４）および外筒グリップ（５）は硬質塩化ビニル（三菱化学社製
、スミコンＶＭ　３６１５Ｇ）で形成し、それぞれ上記内筒管状体（２）、および上記外
筒管状体（３）の基端部に接着した。
　得られた内筒管状体（２）の先端には、図３に示すように、穿刺針（１）を接着した。
　得られた外筒管状体（３）の先端には、図３に示すように、形状賦型により穿刺針突当
て部（７）を設け、内径は１．３ｍｍとした。
　次に、図１に示すように、上記内筒管状体（２）を、上記外筒管状体（３）に外筒グリ
ップ（５）側から挿入し、内視鏡用注射針を得た。
【００２５】
（比較例１）
　内筒管状体（２）はフッ素系樹脂であるポリテトラフルオロエチレン（三井・デュポン
フロロケミカル社製、６４０－Ｊ、曲げ弾性率０．５５ＧＰａ）で押出成形し、長さは２
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３００ｍｍ、外径は１．６３ｍｍ、内径は１．００ｍｍとした。外筒管状体（３）はフッ
素系樹脂であるテトラフルオロエチレン・ヘキサフルオロプロピレン共重合体（ダイキン
工業社製、ＮＰ－３０、曲げ弾性率０．６６ＧＰａ）で押出成形し、外径は２．４３ｍｍ
、内径は１．９３ｍｍとした。
　次に、内筒グリップ（４）および外筒グリップ（５）は硬質塩化ビニル（三菱化学社製
、スミコンＶＭ　３６１５Ｇ）で形成し、それぞれ上記内筒管状体（２）、および上記外
筒管状体（３）の基端部に接着した。
　得られた内筒管状体（２）の先端には、図３に示すように、穿刺針（１）を接着した。
　得られた外筒管状体（３）の先端には、図３に示すように、形状賦型により穿刺針突当
て部（７）を設け、内径は１．３ｍｍとした。
次に、図１に示すように、上記内筒管状体（２）を、上記外筒管状体（３）に外筒グリッ
プ（５）側から挿入し、内視鏡用注射針を得た。
【００２６】
（比較例２）
　内筒管状体（２）、外筒管状体（３）を共にポリエチレン（プライムポリマー社製、Ｈ
Ｉ－ＺＥＸ（ＨＤＰＥ）５４０Ｅ、曲げ弾性率１．４０ＧＰａ）で押出成形した以外は比
較例１と同様にした。
【００２７】
・　屈曲状態での穿刺針（１）の突出時間測定
　内視鏡用注射針について、図４に示すように、管状体中間の半径Ｒ１を５０ｍｍで１８
０°に曲げ、且つ管状態先端部の半径Ｒ２を１５ｍｍで１８０°に曲げた状態で、内筒グ
リップ（４）を前進させ、穿刺針（１）を外筒管状体（３）から突出させたとき、穿刺針
（１）が動き始めてから完全に突出するまでの時間をストップウォッチで１５回測定した
。
２．先端屈曲部の外筒管状体（３）のつぶれ評価
　内視鏡用注射針について、図４に示すように、管状体先端部の半径Ｒ１を１５ｍｍで１
８０°に曲げた状態で、包埋樹脂で内筒、外筒管状体内部を包埋した。屈曲９０°の位置
の管状態断面を目視で観察し、外筒管状体（３）のつぶれの有無を評価した。
　その結果を表１に示す。
【００２８】
　表１中で、ＰＴＦＥはポリテトラフルオロエチレン、ＰＥはポリエチレン、ＦＥＰはテ
トラフルオロエチレン・ヘキサフルオロプロピレン共重合体である。
【００２９】
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【表１】

【００３０】
　表１の結果から明らかなように、内筒管状体がフッ素系樹脂であるポリテトラフルオロ
エチレン（曲げ弾性率０．５５ＧＰａ）、外筒管状体がポリオレフィン系樹脂であるポリ
エチレン（曲げ弾性率１．４０ＧＰａ）で形成された本発明の内視鏡用注射針の穿刺針の
突出し時間は、１５回全て０．１秒と短い時間であり、安定して突出すことが可能であっ
た。
　一方、内筒管状体がポリテトラフルオロエチレン、外筒管状体も同じフッ素系樹脂のテ
トラフルオロエチレン・ヘキサフルオロプロピレン共重合体で形成された比較例１では、
穿刺針の１回ごとの突出時間は安定せず、平均１．２秒掛かった。
また、内筒管状体と外筒管状体が同一材料のポリエチレンで形成された比較例２の穿刺針
は突出しなかった。
　以上のことから、本発明の内視鏡用注射針は、内筒管状体をフッ素系樹脂で形成し、外
筒管状体を内筒管状体より曲げ弾性率が大きいポリオレフィン系樹脂で形成されているこ
とで、穿刺針の突出操作の際の摩擦抵抗を小さくすることができることが証明された。
【００３１】
　以上、本発明を実施形態に基づいて説明した。これらの実施形態はあくまで例示であり
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、種々の変形例が可能なこと、またそうした変形例も本発明の範囲にあることは当業者に
理解されるところである。
【符号の説明】
【００３２】
　１　穿刺針
　２　内筒管状体
　３　外筒管状体
　４　内筒グリップ
　５　外筒グリップ
　６　コネクター
　７　先端突当て部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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